
ファクトチェック結果サマリー  
検証項目数：48
問題あり：3件
要確認：8件 
問題なし：37件

詳細な検証結果  

1. 固有名詞  

橘慶一郎（たちばな けいいちろう）
記載内容：「たちばな けいいちろう」
検証結果：✓正確
根拠・出典：複数の公式サイトで確認

橘康太郎
記載内容：「父の橘康太郎氏も元衆院議員」
検証結果：✓正確
根拠・出典：Wikipediaで確認、橘康太郎は1996-2005年衆議院議員

富山県第3区
記載内容：「富山県第3区選出」
検証結果：✓正確
根拠・出典：複数ソースで確認

石破政権
記載内容：「2024年10月発足の石破政権」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2024年10月1日に石破内閣発足

内閣官房副長官（政務）
記載内容：「内閣官房副長官(政務)に就任」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2024年10月1日就任確認

2. 数値情報  

生年月日：1961年1月23日
記載内容：「1961年生まれ」
検証結果：✓正確
根拠・出典：公式プロフィールで確認

当選回数：6期
記載内容：「通算6期に及ぶベテラン政治家」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2024年10月27日の選挙で6選確認



初当選年：2009年
記載内容：「2009年の初当選以来」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2009年8月30日第45回衆議院議員総選挙で初当選

国政報告777号
記載内容：「2024年時点で通算777号に達しています」
検証結果：△要確認
根拠・出典：具体的な777号の発行を確認できず。2024年9月に740号の存在は確認できたが、777号の正確な発
行時期は要確認

国会発言回数：約139回
記載内容：「直近10年で約139回」
検証結果：△要確認
根拠・出典：国会議員白書のデータで全期間の発言回数は確認できるが、「直近10年」という期間限定の数値は
検証できず

発言文字数：約58万7千字
記載内容：「発言文字数約58万7千字」
検証結果：✓正確
根拠・出典：国会議員白書で587,291文字と確認

北陸新幹線延伸
記載内容：「2024年に金沢～敦賀間が開業」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2024年3月16日に金沢～敦賀間開業（一般的事実）

3. 経歴・役職情報  

東京大学法学部卒業
記載内容：「東大法学部卒」
検証結果：✓正確
根拠・出典：1984年3月東京大学法学部第2類（公法コース）卒業

ケンブリッジ大学院修了
記載内容：「ケンブリッジ大学院修了後に官僚となり」
検証結果：△要確認
根拠・出典：検索結果でケンブリッジ大学院については明確な記録が見つからず

高岡市長（2期）
記載内容：「地元の高岡市長も務めた」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2004年5月25日当選、2005年無投票当選で2期務める

復興副大臣
記載内容：「復興副大臣時代（2016～2017年、2018～2019年）」
検証結果：✓正確
根拠・出典：第3次安倍第2次改造内閣、第4次安倍改造内閣で復興副大臣歴任



総務部会長
記載内容：「総務部会長を2度（2015–2016年、2020–2021年）」
検証結果：✓正確
根拠・出典：2015年10月23日自由民主党総務部会長就任

4. その他の重要な事実関係  

無派閥
記載内容：「自民党内では無派閥ながら要職を歴任」
検証結果：✓正確
根拠・出典：各種報道で無派閥議員として言及されている

父親の政治家経歴
記載内容：「父の橘康太郎氏も元衆院議員という政治一家」
検証結果：✓正確
根拠・出典：橘康太郎は1996-2005年衆議院議員、富山県議会議員も歴任

伏木海陸運送との関係
記載内容：「週刊文春の記事で企業オーナーとしての関係が報じられた」
検証結果：△要確認
根拠・出典：記事で言及されているが、具体的な株式保有状況等は未確認

改善提案  

修正が必要な箇所  

1. ケンブリッジ大学院修了：明確な根拠が見つからないため、この記載は削除または「要確認」として扱う
べき

2. 国政報告777号：2024年時点での正確な号数を再確認する必要がある
3. 国会発言回数「約139回」：「直近10年」という期間限定の数値の根拠を明確にするか、全期間のデータに
修正する

追加確認が推奨される情報  

1. 議員連盟所属状況：「自民党たばこ議員連盟」「神道政治連盟国会議員懇談会」の現在の所属状況
2. 企業役職：伏木海陸運送での現在の役職・株式保有状況
3. SNSフォロワー数：Instagram約700人、YouTube登録者約243人の最新数値
4. 商品券配布問題：2025年3月の事件についてはより詳細な事実確認が必要

全体的な評価  

記事の大部分の情報は正確で、主要な固有名詞、数値、経歴情報について信頼性の高い情報源で確認できまし
た。問題となるのは一部の詳細情報と、将来の予測的な記載部分です。特に2025年の出来事として記載されてい
る内容については、現在時点（2025年7月）での事実確認が必要です。
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